
第1４７回システム自然科学研究科セミナー 
第５０回 生物多様性研究センターセミナー 

 
○ 日時：平成３０年８月８日（水） 午後１時半～２時半 
○ 場所：名古屋市立大学  山の畑キャンパス 
     4 号館大講義室 
○ 講師：布目	 三夫 氏（名古屋大学・鳥類バイオサイエンス研究センター） 
○ 題目：mtDNA	D-loop 領域を用いた分子系統学的解析による日本在来鶏の来
歴の推定 
○  
 本セミナーでは日本在来のニワトリ品種（日本在来鶏）の由来について、
分子系統学的手法を用いて調査した結果を紹介します。日本在来鶏は約

40 品種が報告されており、その起源については調べられていませんでし

た。本研究では、新規に解読した日本在来鶏の D-loop 配列（500	bp）と

データベースの D-loop 配列を合わせて、27 品種 699 個を解析し、海外の

ニワトリ品種	 約 5,000 個体分の D-loop 配列と比較し、日本在来系の起

源を推定しました。その結果、中国に起源を持つ品種や東南アジアに起源

をもつ品種がいることが明らかとなりました。しかしながら、特に東南ア

ジア諸国の在来鶏のミトコンドリア DNA のデータが不足気味であるため、

今後、各国の研究者と協力して、東南アジアの在来鶏の遺伝学的調査を進

める予定です。	

 山の畑キャンパスへの道順：http://www.nsc.nagoya-cu.ac.jp/location.html 
問合せ先：熊澤 慶伯（名市大システム自然科学研究科、電話：(052)872-5844） 


